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市民の安心・安全のために
庄原総合体育館で行われた庄原市消防出初式。庄原市消
防団員、備北地区消防組合職員約 800 人が参加し、市民
の安心・安全を守っていく使命に、決意を新たにしまし
た。（撮影日：１月８日・関連記事 11ページ）

美しく輝く　里山共生都市

2017/February

No.143

SHOBARA the public information magazine

しょうばら
広報



　

●東城スキークラブジュニアスポーツ少年団

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　認知症の人を支える家族の会
    庄原【橙（おれんじ）の会】

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：ねえねが大
好きなりのちゃん！これ
からも元気で大きくなっ
てね♡

中な
か
や
ま山

　
梨り

の乃
ち
ゃ
ん
（
東
城
町
）

Ｈ
26
年
１
月
４
日
生
ま
れ

父母より：すくすく元

気いっぱいに育ってね。

谷た
に
ぐ
ち口

　
佳か

ほ穗
ち
ゃ
ん
（
高
野
町
）

Ｈ
28
年
９
月
11
日
生
ま
れ

　東城スキークラブジュニアスポーツ少年団は、1987 年に東城町八幡地
区で設立された、幼児から大学生までが所属するクラブチームです。設
立当初から東城スキークラブの指導を受け、ロープ塔が１本ある手作りの
小さなマキノスキー場を練習拠点として活動してきました。冬期の青少年
に向け、スキーの普及や振興、心身の健全な発達を目的に、アルペンス
キーに取り組んでいます。
　設立以来、団員や卒団員がほぼ毎年全国大会に出場しており、今シー
ズンも全国高等学校スキー大会と国体に出場が決まりました。
　近年は雪不足のため、活
動拠点をひろしま県民の森
スキー場へ移しましたが、
団員が少なくなり競技活動
への参加者も減少していま
す。アルペンスキーをやっ
てみたい方はぜひご連絡く
ださい。

部長　田邉哲郎
事務局　松浦啓介
☎ 090-8243-4476

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

高野町出身。26歳。高校卒業後、市外の会
社に７年間勤めた後、実家の和牛農家を継
いだ。雪合戦チーム「雪村時代」キャプテ
ン。昨年度行われた第３回日本雪合戦選手
権大会ではチームを優勝に導き、同じ高野
町のレディースチーム「雪娘」と共にアベッ
ク優勝を果たした。

活 動
内 容

認知症の人やその家族の支援

中
なかいち

市　圭
けいすけ

祐さん（高野町）
雪
深
い
高
野
の
熱
い
戦
い

　

高
野
町
の
和
牛
農
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
中

市
圭
祐
さ
ん
。
高
校
卒
業
後
は
市
外
の
会
社

に
７
年
間
勤
め
ま
し
た
。
現
在
は
会
社
を
退

職
し
、
実
家
の
和
牛
農
家
を
大
き
く
す
る
た

め
牛
の
頭
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

雪
深
い
高
野
町
で
過
ご
し
て
い
た
た
め
、

市
外
に
住
ん
で
い
た
時
は
、
少
し
の
雪
で
渋

滞
が
起
こ
り
驚
い
た
そ
う
で
す
。「
普
段
は

邪
魔
者
の
雪
で
す
が
、
雪
合
戦
を
す
る
こ
と

で
ま
ち
お
こ
し
の
資
源
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

も
雪
合
戦
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
」

雪
深
い
ま
ち
で
育
っ
て

庄原市内の
かがやくひとを
紹介します

練習は素手でのキャッチボールから始まる

「あーっ！やられた！」生き生きと練習するチームメイト

vol.19

雪
合
戦
全
体
を
盛
り
上
げ
た
い

　

中
市
さ
ん
は
高
野
町
の
雪
合
戦
チ
ー
ム

「
雪ゆ

き
む
ら村
時じ

だ
い代
」
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
す
。
小
学

３
年
生
の
こ
ろ
か
ら
学
校
の
授
業
や
行
事
で

雪
合
戦
に
親
し
ん
で
い
た
中
市
さ
ん
は
、
高

野
町
の
強
い
大
人
た
ち
の
チ
ー
ム
に
あ
こ
が

れ
た
そ
う
で
す
。「
自
分
も
チ
ー
ム
を
作
っ

て
あ
こ
が
れ
の
人
た
ち
と
対
戦
し
て
み
た

い
。
楽
し
く
て
強
い
チ
ー
ム
に
し
た
い
」
と

思
い
、
お
よ
そ
７
年
前
、
後
輩
と
「
雪
村
時

代
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
に
は
現
在
高
野
町
の
21
歳
～
26
歳

の
若
者
７
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
全
員
で

試
合
に
出
る
た
め
、
チ
ー
ム
の
新
メ
ン
バ
ー

は
募
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
今
、
高
野
町
か
ら
若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
出

て
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
し
雪
合
戦

を
や
り
た
い
と
い
う
人
が
い
れ
ば
、
チ
ー
ム

を
新
し
く
作
っ
て
増
や
し
、
雪
合
戦
全
体
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」　

　

昨
年
度
行
わ
れ
た
第
３
回
日
本
雪
合
戦

選
手
権
大
会
で
は
、
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム

「
雪ゆ

き
ん
こ娘
」
と
共
に
見
事
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。「
大
会
の
前
月
に
あ
っ
た
第
15
回

全
国
小
学
生
雪
合
戦
大
会
で
も
、
こ
の
大
会

の
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で
も
高
野
町
の
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。
ず
っ
と
一
緒
に
練
習
し

て
き
た
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
こ
と
で
勇
気
づ

け
ら
れ
た
お
か
げ
で
私
た
ち
も
優
勝
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
こ
と
し
も
優
勝
を
目
指
し
つ

つ
、
他
チ
ー
ム
と
の
交
流
も
で
き
れ
ば
」
と
、

中
市
さ
ん
は
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

２　市民のページ

４　市・県民税の申告相談

５　介護予防・生活支援サービス事業

６　縁結びコンシェルジュを紹介

７　庄原市奨学生を募集します

８　高齢者肺炎球菌予防接種

　　／安心安全な毎日のために

９　母子保健だより

　　／子育て通信あそびっ子

10　市政トピックス

12　カメラレポート

15　健康広場

16　お知らせ

　私たちは、みんなが認知症について正しい知識を持ち、理解を
深め、励まし助け合うなかで、安心して介護が継続できることを目指し活
動しています。また、認知症になっても住み慣れた地域で明るく暮らし
続けられるよう、ご本人の支援にもつなげたいと考えています。メンバー
は、認知症の人の介護者や介護経験者、認知症に関心のある方、専門職な
どで、月１回の定例会のほか、第１・３火曜日の13 時30 分から15 時まで、
庄原ショッピングセンター・ジョイフル２F 交流スペースで、認知症カフ
ェ“とんぼ”を開催しています。認知症の人を支える家族の個別相談や、
認知症への理解を深めるための研修会、息抜きのおしゃべりなど、色々
活動しています。お気軽にご参加ください。

【問い合わせ】
　事務局　庄原市上原町1810-1　愛生苑内（担当：坂村）
　☎　0824-72-8686　ＦＡＸ　0824-72-8685

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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お
願
い

①
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
人
は
、

必
ず
「
収
支
内
訳
書
」ま
た
は「
月

別
集
計
表
」を
作
成
し
て
、
当
日
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
医
療
費
控
除
の
あ
る
人
は
、
領

収
書
な
ど
を
個
人
別
、
医
療
機
関

別
、
日
付
順
に
分
け
て
集
計
し
、

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
人
で
、

「
収
支
内
訳
書
」ま
た
は「
月
別
集
計

表
」を
作
成
し
て
い
な
い
人
、
ま
た
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
で
集
計

を
し
て
い
な
い
人
は
、
申
告
相
談

の
時
間
短
縮
の
た
め
、
会
場
で
ご

本
人
に
集
計
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
土
地
・
建
物
や
株
式
な
ど
の
譲

渡
、
先
物
取
引
・
山
林
所
得
、
雑
損

控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
１
年
目
）の
あ
る
人
は
、
直
接
庄

原
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の

申
告
相
談
が

２
月
16
日
㊍

か
ら
始
ま
り
ま
す

地域包括支援課地域包括支援係　☎ 0824-73-1279

※マイナンバーカード（個人番号カード）の写しを添付する場合は、表面および裏面の
写しが必要となります。

本人確認書類

マイナンバーカード（個人情報カード）をお持ちの方
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号と身元の確認）が可能です。

番号確認書類

＋

身元確認書類
《本人のマイナンバーを確認できる書
類》
●通知カード
●住民票の写しまたは住民票記載事
項証明書（マイナンバーの記載があ
るものに限ります。）
などのうちいずれか１つ

《記載したマイナンバーの持ち主であること
を確認できる書類》
●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●身体障害者手帳
●在留カード
上記書類をお持ちでない場合はご連絡くださ
い。

マイナンバーカードをお持ちでない方

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

を
申
告
書
な
ど
に
記
載
し
提
出
す

る
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供
す
る
）

場
合
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）の
確
認
」と「
本
人
確
認
」

を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
申
告
書
の
提
出
に
あ

た
っ
て
は
、
申
告
す
る
方
全
員
分

の
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
の
写

し
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」
ま
た
は
、

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
「
身
元
確
認

書
類
」
の
写
し
を
忘
れ
ず
に
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で
の
提
出

の
場
合
も
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。）

　

な
お
、
申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
、

写
し
が
必
要
な
く
、
お
返
し
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
、
2
月
16
日
㈭
～
3
月
15
日
㈬
の
期
間
で

行
い
ま
す
。
申
告
が
必
要
と
な
る
人
は
、
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
の
日
程
は
広
報
１
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
、
必
ず
受
付
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
６

　
　
　
　
　
　

ま
た
は 

各
支
所
市
民
生
活
係

　

４
月
か
ら
、
要
支
援
１・
２
の
認

定
を
受
け
た
方
を
対
象
と
し
た
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
と
通
所

介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
「
庄
原

市
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
」（
市
の
サ
ー
ビ
ス
）
に
移
行
し

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

【サービスの内容】
サービス類型 内容

訪問介護
（ホームヘルプ
サービス）

現行相当サービス ◆介護予防訪問サービス
（現在の訪問介護＝ホームヘルプサービス）

基準緩和型サービス
◆生活援助訪問サービス
（訪問介護員または介護サポーターによる）
　・生活援助（掃除、洗濯、調理など）のみ

通所介護
（デイサービス）

現行相当サービス ◆介護予防通所サービス
（現在の通所介護＝デイサービス）

基準緩和型サービス

◆社会参加通所サービス
（介護サポーターを含む事業所スタッフによる）
　・社会参加と生活機能向上を目的としたミニ・デイサービス
　・レクリエーションや体操など

「庄原市介護予防・生活支援サービス事業」
～要支援１・２の方を対象としたホームヘルプサービス・デイサービス～

４月から変わります

庄
原
市
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
種
類

　

従
来
と
同
じ
支
援
内
容
の
「
現
行

相
当
サ
ー
ビ
ス
」（「
介
護
予
防
訪
問

サ
ー
ビ
ス
」、「
介
護
予
防
通
所
サ
ー

ビ
ス
」）
に
加
え
て
、
支
援
内
容
を
簡

略
化
し
利
用
料
を
少
し
抑
え
た
「
基

準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
（
※
１
）」（「
生

活
援
助
訪
問
サ
ー
ビ
ス
」、「
社
会
参

加
通
所
サ
ー
ビ
ス
」）
を
設
け
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

か
は
、「
身
体
介
護
が
必
要
」
な
ど
利

用
さ
れ
る
方
の
状
態
に
よ
り
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

◆
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
※
１
…
身

体
介
護
な
ど
の
専
門
的
な
支
援
を

そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
方
を
対
象

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
介
護
や
看
護

な
ど
の
資
格
を
も
っ
た
専
門
職
だ
け

で
な
く
、
庄
原
市
が
実
施
す
る
介
護

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
修
了
者
も
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

庄
原
市
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
み
を
利
用
す
る
方
の
手

続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す

　

訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
み

を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
要
支
援
認
定
の

手
続
き
を
し
な
く
て
も
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
（
※
２
）
な
ど
の
調
査
に
よ
り
生

活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

と
、
庄
原
市
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

◆
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
※
２
…
運
動
機

能
や
栄
養
状
態
、
物
忘
れ
な
ど
に
関
す

る
25
の
質
問
に
つ
い
て「
は
い
」「
い
い
え
」

で
答
え
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
必
要

な
生
活
機
能
の
低
下
や
状
態
を
確
認
で

き
る
調
査
票
で
す
。

※
要
支
援
１
・
２
の
方
の
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
以
外
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
（
訪
問
看
護
、
通
所
リ
ハ
、
住
宅

改
修
、
福
祉
用
具
貸
与
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
）
に
変
更
は
な
く
、
こ
れ
ま
で

通
り
利
用
で
き
ま
す
が
、要
介
護
（
要

支
援
）
認
定
が
必
要
で
す
。

※
現
在
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
認
定
期
間
中
は
現
在
利
用
さ

れ
て
い
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

※
本
年
４
月
１
日
以
降
、
新
規
・
区

分
変
更
・
更
新
に
よ
り
要
支
援
認
定

を
受
け
た
方
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
必
要
と

さ
れ
た
方
か
ら
、
順
次
移
行
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て

説
明
し
て
ほ
し
い
と
き
は

　

こ
の
新
し
い
事
業
に
つ
い
て
の
説

明
を
、
自
治
会
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ

で
希
望
さ
れ
る
場
合
は
「
出
前
ト
ー

ク
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
地
域
包

括
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
７
９

出
前
ト
ー
ク
の
申
し
込
み

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９
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しょうばら縁結び事業

いちばんづくり課定住推進係　☎ 0824-73-1257

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
入
学
時
や
在
学
中
の
費
用
を
支
援
）

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
高
校
・
大
学
な
ど

に
入
学
ま
た
は
在
学
す
る
学
生
・
生
徒
の

保
護
者
向
け
の
公
的
融
資
制
度
で
す
。
入

学
時
や
在
学
中
に
か
か
る
費
用
の
融
資
を

固
定
金
利
で
利
用
で
き
ま
す
。
融
資
対
象

の
学
校
と
利
用
で
き
る
世
帯
の
年
収
に
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
融
資
限
度
額
】

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

【
利
率
】

年
１
・
81
％

（
平
成
28
年
11
月
10
日
現
在
）

問
い
合
わ
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫
「
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
事
業
は
、
市
内
で
結

婚
を
望
む
人
を
支
援
す
る
、
縁
結
び
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
（
縁
結
び
応
援
隊
員
。
以
下
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
）を
各
地
域
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

お
せ
っ
か
い
役
と
し
て
結
婚
を
サ
ポ
ー
ト

　

結
婚
を
望
ん
で
も
な
か
な
か
出
会
い
が
な

い
、
良
い
人
が
見
つ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た

方
は
、
ぜ
ひ
地
域
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
通
じ
て
縁
結
び
会
員
に
な
る

と
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
企
画
す
る
小
規
模

な
「
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
」（
個
別
紹
介
）
な

ど
へ
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
会
員
も

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
利
用
で
き
ま
す

　

す
で
に
会
員
に
登
録
し
て
い
る
方
も
、
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
異
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
、マ
ッ
チ
ン
グ
後
の
連
絡
の
取
り
方
な
ど
、

親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
は
厳
し
く
管
理
し
ま
す

　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
活
動
に
よ
っ
て
得
た

情
報
は
、
し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
事
業
以
外
で

利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
６
０
０

一人で困っている方々。
私たちを利用してくださ
い。良い出会いができま
すように！

楽しい出会いのお手伝い
ができたらと思います。
（私の旦那様も募集中♡）

結婚が全てではありませ
んが、パートナーがいる
ことで安心や幸福を感じ
てほしいと思います。一
緒に頑張りましょう。

良い出会いは大切です。
ぜひ私たちを利用してく
ださい。頑張ります！

口和に移住して間がなく
分からないことが多いで
すが、一生懸命縁結びの
お手伝いをしたいと思い
ます。

ぜひ気軽に声をかけてく
ださい。一緒に良き出会
いを見つけましょう！

すてきな出会いができる
ように、おばさんパワー
で「さいたら（お節介）」
するぞー。

少しでも皆さまのお役に
立てればと思います。気
軽に声をかけてくださ
い。

国
に
も
あ
り
ま
す
！

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
２

　
市
は
、高
校
・
大
学
・
専
門
学
校

な
ど
に
在
学
、進
学
す
る
生
徒
や

学
生
を
対
象
に
、奨
学
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。こ
の
奨
学
金
は
、

学
習
に
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、経

済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す

い
よ
う
、無
利
子
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
奨
学
生
を
以
下

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

庄
原
市
奨
学
金（
貸
付
）制
度

【
受
付
期
間
】

２
月
16
日
㈭
～
４
月
17
日
㈪

（
郵
送
の
場
合
は
受
付
期
間
内
必
着
）

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
室
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

◆
父
母
（
父
母
が
い
な
い
場
合
は
、父
母
に
代

わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る
方
）な
ど
が
、１
年

以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

◆
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

◆
学
習
に
意
欲
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

◆
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。（
所
得
制
限
あ
り
）

◆
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

◆
父
母
な
ど
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

【
提
出
書
類
】

◆
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
申
請
書　

＊

◆
誓
約
書　

＊

◆
父
母
な
ど
の
住
民
票
の
写
し

◆
父
母
な
ど
の
直
近
の
市
・
県
民
税
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
書
（
平
成
27
年
分
）

◆
入
学
を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
在
学
証
明

書◆
作
文　

＊

◆
認
定
所
得
金
額
計
算
書　

＊

◆
そ
の
ほ
か
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る

書
類

＊
の
書
類
は
、教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
教

育
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
利
率
】　

無
利
子

【
返
還
免
除
制
度
】

　

こ
の
奨
学
金
は
、卒
業
し
た
月
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
６
カ
月
を
経
過
し
た
後
10
年
以
内

に
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
市
内
定

住
促
進
の
た
め
、奨
学
金
の
返
還
開
始
か
ら
３

年
以
上
庄
原
市
内
に
居
住
し
、そ
の
間
の
返
還

金
と
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
が
そ
の
後
も

引
き
続
き
庄
原
市
内
に
居
住
す
る
場
合
は
、返

還
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
度

庄
原
市
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

区　分 自宅通学 自宅外通学

高等学校
専修学校

（高等課程）

国公立 18,000円 23,000円

私立 20,000円 25,000円

大学
国公立 30,000円 35,000円

私立 41,000円 48,000円

短期大学
専修学校

（専門課程）

国公立 30,000円 35,000円

私立 40,000円 45,000円

高等専門学校
各種学校など

国公立 20,000円 25,000円

私立 30,000円 35,000円

【貸付月額】

「縁結びコンシェルジュ」が

結婚をサポートします

各地域の縁結びコンシェルジュをご紹介

浅
あ さ い

井瑠
る み こ

美子

本
もとひら

平　正
まさひろ

宏 向
むこうだ

田富
ふ み え

美恵 細
ほ そ だ

田　絹
き ぬ こ

子 中
な か た

田　博
ひろあき

章

田
た む ら

村　香
か お り

織 藤
ふじさき

﨑　幸
さ ち え

恵 瀬
せ お

尾　裕
ゆ う き

希庄原

口和 高野 比和 総領

庄原 西城 東城
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母子保健母子保健母子保健
コーナー

楽
し
く
食
べ
る
子
ど
も
に

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

た
目
・
歯
ご
た
え
・
味
）を
使
っ
て
お
い
し
さ

の
発
見
を
繰
り
返
す
経
験
が
大
切
で
す
。

～
一
緒
に
食
べ
た
い
人
が
い
る
～

　

家
族
や
仲
間
な
ど
と
の
和
や
か
な
食
事
を

経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、安
心
感
や
信
頼
感

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

～
食
事
づ
く
り
や
準
備
に
関
わ
る
～

　

子
ど
も
の
食
事
づ
く
り
や
お
手
伝
い
は
、

生
活
技
術
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、マ
ナ
ー

や
習
慣
を
覚
え
、家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。子
ど

も
と
一
緒
に
買
い
物
や
料
理
、と
き
に
は
食

材
の
栽
培
や
収
穫
と
い
っ
た
食
に
関
わ
る
経

験
を
し
ま
し
ょ
う
。

～
食
生
活
や
健
康
に
主
体
的
に
関
わ
る
～

　

幼
児
期
か
ら
、「
食
べ
た
い
物
」を
話
し

合
っ
た
り
、食
事
の
準
備
を
一
緒
に
し
た
り
、

遊
び
や
絵
本
な
ど
を
通
し
て
「
食
べ
物
や
身

体
の
こ
と
」を
話
題
に
し
た
り
す
る
経
験
を

増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。食
べ
物
だ
け
で

な
く
、自
分
の
身
体
や
健
康
に
興
味
と
関
心

を
持
て
る
子
ど
も
に
育
ち
ま
す
。

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

　

平
成
28
年
度
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
方
は
、
下
記
の
対

象
年
齢
に
該
当
し
、
３
月
31
日
ま
で
に
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
方
で
す
。

　

こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
も
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
接
種
料
金
は

全
額
自
己
負
担（
お
お
む
ね
８
千
円
程
度
）

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
対
象
者
》

○
平
成
28
年
度
に
65
・
70
・
75
・
80
・

85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に
な
る
方
（
右

下
の
表
に
当
て
は
ま
る
方
）

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
な
ど
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

※
誕
生
日
を
迎
え
る
前
で
も
接
種
が
で
き

ま
す
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

定
期
的
な
点
検
を
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
24
時
間
休

ま
ず
我
が
家
を
見
守
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
正
常
に
作
動
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
体
に
ほ
こ
り
が
付
く
と
火
災
を
感

知
し
に
く
く
な
る
こ
と
や
、
誤
作
動
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
乾
い
た
布

で
拭
き
取
る
な
ど
掃
除
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿

命
や
電
池
切
れ
で
火
災
を
感
知
し
な
く

な
り
ま
す
。
半
年
に
１
回
程
度
は
、
作

動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

春
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の

吹
く
日
が
多
く
な
る
た
め
、
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
備
北
地
区
消

防
組
合
管
内
で
は
３
月
か
ら
４
月
に
か

け
て
山
火
事
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

出
火
原
因
の
多
く
は
「
た
き
火
」
に

よ
る
も
の
で
す
。
山
火
事
は
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
火
災
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

平成28年度　全国統一防火標語　『 消しましょう　その火その時　その場所で 』

　
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
や
火

炎
を
発
す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
は

誤
通
報
の
原
因
と
な
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
消
防
署
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動　

３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

10年を目安に
交換を！

《
申
請
の
注
意
点
》

　

必
ず
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

は
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
・
市
民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
し
あ
わ

せ
館
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
印
鑑

《
接
種
料
金
》

○
一
般　

３
千
円

○
市
民
税
非
課
税
世
帯　

１
５
０
０
円

○
生
活
保
護
世
帯　

０
円

※
印
鑑
と
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
被
保
護
者
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対象年齢 生年月日

65歳 昭和26（1951）年4月2日～昭和27（1952）年4月1日

70歳 昭和21（1946）年4月2日～昭和22（1947）年4月1日

75歳 昭和16（1941）年4月2日～昭和17（1942）年4月1日

80歳 昭和11（1936）年4月2日～昭和12（1937）年4月1日

85歳 昭和６（1931）年4月2日～昭和７（1932）年4月1日

90歳 大正15（1926）年4月2日～昭和２（1927）年4月1日

95歳 大正10（1921）年4月2日～大正11（1922）年4月1日

100歳 大正５（1916）年4月2日～大正６（1917）年4月1日

～
「
食
」
で
自
分
の
体
は
作
ら
れ
、

　
　
　
今
の
豊
か
な
「
食
の
体
験
」
が

　
　
　
　
　
生
涯
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
～

応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の
子
育
て

子
育
て
通
信

子
育
て
通
信

あ
そ
び
っ
子

あ
そ
び
っ
子

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、育

児
を
応
援
し
た
い
人
と
育
児
を
応
援
し
て

ほ
し
い
人
が
、相
互
に
関
わ
り
合
っ
て
安

心
し
て
子
育
て
を
す
る
た
め
の
、会
員
組

織
の
相
互
支
援
活
動
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）で
す
。緊
急
時
な
ど
必
要
に
応
じ
て
子

ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
な
人
、地
域
の
中
で
子

育
て
家
庭
を
応
援
し
た
い
人
、自
分
の
空

い
て
い
る
時
間
に
何
か
支
援
活
動
が
で
き

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
人
は
、ま
ず
、そ

の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

●
保
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎
、保
育
開
始

前
や
終
了
後

●
学
校
の
放
課
後

●
学
校
・
保
育
施
設
の
休
み
中
（
土
・
日
・

祝
日
・
長
期
休
暇
な
ど)

●
病
後
の
回
復
期
で
、保
育
施
設
な
ど
へ

の
通
所
が
困
難
な
と
き

●
保
護
者
の
入
院
や
出
張
な
ど
、緊
急
時

の
一
時
預
か
り
や
宿
泊
支
援

　

こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
を

預
か
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
９
５

※利用料金は１時間当たりまたは１泊当たりの金額です。
※２人目からは半額になります。

イ
ラ
ス
ト

山
内
保
育
所
園
児

イ
ラ
ス
ト

東
城
保
育
所
園
児

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
た
め
の
基
本
で

す
。乳
幼
児
期
か
ら
、「
食
」の
大
切
さ
を
意
識

し
、発
育
・
発
達
段
階
に
応
じ
た
豊
か
な
「
食

の
体
験
」を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、子
ど

も
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
楽
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。子
ど
も
が
「
食
」

に
関
わ
り
な
が
ら
成
長
し
、「
楽
し
く
食
べ
る

子
ど
も
」に
な
っ
て
い
く
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

支
援
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト　
（
厚
生
労
働
省

「
食
か
ら
は
じ
ま
る
健
や
か
ガ
イ
ド
」よ
り
）

～
食
事
の
リ
ズ
ム
が
も
て
る
～

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
ぐ
っ
す
り
眠
り
、し
っ
か

り
遊
び
、空
腹
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、次
第
に
食
欲
や
生
活
の
リ
ズ
ム
が
身
に

付
き
ま
す
。１
日
３
回
の
「
い
た
だ
き
ま
す
・

ご
ち
そ
う
さ
ま
」で
め
り
は
り
の
あ
る
生
活

を
し
ま
し
ょ
う
。

～
食
事
を
味
わ
っ
て
食
べ
る
～

　

食
事
の
楽
し
さ
は
、お
い
し
さ
を
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。離
乳
食
の
こ
ろ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
味
を
経
験
し
、い
ろ
い
ろ
な
食

材
を
見
て
、触
る
こ
と
で
「
食
べ
よ
う
」と
す

る
意
欲
が
育
ち
ま
す
。五
感
（
匂
い･

音
・
見

利用料金一覧

　 平日 土・日・祝日・
年末年始 宿泊

妊婦健診時・兄弟姉妹の
医療機関受診時

（平日） （土・日・祝日・
年末年始）

提供会員への
支払額 600円 700円 3,000円 600円 700円

内
訳
依頼者利用料 300円 350円 1,500円 200円 230円

市の支援額 300円 350円 1,500円 400円 470円

児童福祉課
あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

あ
な
た
も
提
供
会
員
と
し
て

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

庄
原
市
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
会

提
供
会
員
募
集
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書
籍
『
日
本
誕
生
の
女
神
』
出
版
記

念
リ
レ
ー
講
演
会
を
、
市
内
北
部
地
域

を
中
心
に
３
カ
所
で
開
催
し
、
延
べ
約

６
５
０
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。
12
月
11

日
に
開
催
し
た
最
終
回
で
は
、
庄
原
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
約
３
５
０
人
が
集

い
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
比
婆
山
学
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
伊
勢
神
宮
の
ア
マ
テ

ラ
ス
や
出
雲
大
社
の
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
よ

り
す
ご
い
日
本
誕
生
の
女
神
イ
ザ
ナ
ミ

が
、
な
ぜ
中
国
山
地
の
比
婆
山
に
祀ま

つ

ら

れ
た
の
か
、
４
人
の
執
筆
者
が
①
信
仰

の
背
景
と
な
っ
た
古
代
技
術
②
世
界
の

霊
山
と
の
比
較
③
豊
か
な
水
が
育
ん
だ

植
生
④
神
話
と
考
古
学
の
接
点
―
と

い
っ
た
論
点
か
ら
謎
に
迫
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
地
域
資
源
を
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
比
婆
山
学
に
向
け
、米
・

和
牛
・
刀
剣
・
神
楽
な
ど
世
界
に
通
用

す
る
宝
物
が
集
積
す
る
「
比
婆
山
信
仰

圏
」
で
の
、
県
境
を
越
え
た
広
域
連
携

の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら

は
、
市
内
遺
跡
や
帝
釈
峡
と
つ
な
ぐ

ル
ー
ト
、
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
神

話
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
提
案
も
あ
り
、
木

山
耕
三
市
長
も
急
き
ょ
参
加
し
て
の
活

発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
並
行

し
て
、書
籍
の
販
売
も
好
調
に
推
移
し
、

出
版
権
者
の
有
限
会
社
南
々
社
（
広
島

市
）
で
増
刷
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

なぜ、比婆山に日本誕生の女神は眠っているのか
出版記念リレー講演会（全３回）の終了と書籍の増刷

生涯
学習課

　

市
は
12
月
24
日
、
庄
原
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
門
松
作
成
同

好
会
か
ら
、
門
松
と
し
め
縄
の
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。
７
人
の
メ
ン

バ
ー
が
、
本
庁
舎
正
面
玄
関
の
両

脇
に
、
高
さ
約
2
メ
ー
ト
ル
の
門

松
を
約
1
時
間
か
け
て
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
門
松
と
し
め
縄
は
、

竹
や
わ
ら
な
ど
の
材
料
の
調
達
か

ら
作
製
ま
で
、
会
員
自
ら
が
行
い

ま
す
。
と
り
わ
け
し
め
縄
に
つ
い

て
は
、
苗
の
植
え
付
け
、
刈
り
取

り
、
乾
燥
ま
で
行
い
、
10
月
ご
ろ

か
ら
作
製
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

こ
と
し
も
立
派
な
門
松
や
し
め

縄
が
飾
ら
れ
、
華
や
か
に
新
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

庄原市シルバー人材センター門松作成同好会の皆さん

操縦実体験前のシミュレーションの様子

華やかにスタート
シルバー人材センターが門松としめ縄を寄贈

総務課

檀上で熱い議論が行われた

市長から団員に激励の言葉 岡原団長から団員へ訓示

定
価　

本
体
１
８
０
０
円
＋
税
（
第
一

刷
と
同
様
）

販
売　

市
内
書
店
お
よ
び
県
内
外
の
各

書
店
、
次
の
市
内
施
設

【
庄
原
地
域
】
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ

め
さ
く
ら
、
国
営
備
北
丘
陵
公
園
（
売

店
ラ
ン
バ
ス
）

【
西
城
地
域
】
ウ
イ
ル
西
城
、
イ
ザ
ナ

ミ
茶
屋
（
冬
季
休
業
中
）、
ひ
ろ
し
ま

県
民
の
森

【
東
城
地
域
】
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城

【
口
和
地
域
】
モ
ー
モ
ー
物
産
館

【
高
野
地
域
】
道
の
駅
た
か
の

【
比
和
地
域
】
か
さ
べ
る
で

【
総
領
地
域
】
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

　

12
月
20
日
、
庄
原
市
総
合
体
育

館
で
、
市
が
本
年
度
か
ら
取
り
組

む
「
ド
ロ
ー
ン
活
用
事
業
」
の
一

環
と
し
て
「
ド
ロ
ー
ン
活
用
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
市
内
外

か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
興
味
の
あ
る
方

な
ど
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
研
究
に
取
り
組
む
一
般
社
団

法
人
Ｕ
Ａ
Ｓ
多
用
推
進
技
術
会

（
兵
庫
県
明
石
市
）
を
講
師
に
、

関
係
す
る
法
律
や
ル
ー
ル
、
活
用

事
例
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の

講
演
の
後
、参
加
者
に
よ
る
ド
ロ
ー

ン
の
操
縦
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
ド
ロ
ー
ン
の
概

要
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
が
身
近
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
の

声
が
あ
り
、
多
く
の
方
が
３
月
に

開
催
予
定
の
操
縦
者
育
成
講
習
会

の
参
加
に
意
欲
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。

ドローンの可能性を知る！
ドローン活用啓発セミナー

いちばん
づくり課

　

11
月
に
山
形
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第

10
回
あ
な
た
が
選
ぶ
日
本
一
お
い
し
い

米
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内
町
」
で
、
西
城

町
美
味
し
い
米
つ
く
り
研
究
会
の
樋ひ

は
ら原

数か
ず
よ
し好
さ
ん
が
出
品
し
た
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
、
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
た

「
第
18
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
：
国
際
大
会
」
の
「
都
道
府
県
代
表

お
米
選
手
権
」
で
山
内
自
治
振
興
区
米

　

1
月
8
日
、
庄
原
市
総
合
体
育
館
で

平
成
29
年
庄
原
市
消
防
出
初
式
が
開
催

さ
れ
、
庄
原
市
消
防
団
員
、
備
北
地
区

消
防
組
合
職
員
約
８
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活

動
に
従
事
し
た
団
員
や
、
初
期
消
火
に

協
力
し
た
方
な
ど
に
対
し
表
彰
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
入
団
員
な
ど

へ
の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員

を
代
表
し
、
東
城
方
面
隊
の
名な

ご
し越
一か

ず
ま真

さ
ん
が
消
防
団
員
と
し
て
の
決
意
を
力

強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。
岡
原
恭や

す
あ
き昭
団
長

は
「
市
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、教
養
、

訓
練
に
励
み
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
庄
原
市
と
な
る
よ
う
よ
り
一
層
の
尽

力
を
願
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い
く

使
命
に
対
し
、
決
意
を
新
た
に
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

１_西城町美味しい米つくり研
究会の樋原数好さん／２_比和
清流米研究会の松長等さん／３
_庄原実業高等学校生物生産学
科２年生の生徒

名越一真さんが新入団員を代表し決意を述べた

米どころ庄原を全国にＰＲ
庄原産米が主要な米コンクールで上位入賞

農業
振興課

安心・安全を守る誓いを胸に
平成 29 年庄原市消防出初式

危機
管理課

つ
く
り
研
究
会
の
村
田
定さ

だ
と
し敏
さ
ん
が
出

品
し
た
「
あ
き
さ
か
り
」
と
、同
コ
ン
ク
ー

ル
の
「
栽
培
別
部
門
認
定
農
業
者
」
で

比
和
清
流
米
研
究
会
の
松
長
等ひ

と
しさ
ん
が

出
品
し
た
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
そ
れ
ぞ
れ

特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
、「
全
国
農
業
高

校
お
米
甲
子
園
」
に
庄
原
実
業
高
等
学

校
生
物
生
産
学
科
２
年
生
が
出
品
し
た

「
あ
き
さ
か
り
」
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、「
第
３
回
す
し
米
コ
ン
テ

ス
ト
・
国
際
大
会
」
に
山
内
自
治
振
興

区
米
つ
く
り
研
究
会
が
出
品
し
た
「
あ

き
さ
か
り
」
が
す
し
米
特
別
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
に
大
阪
府
で
開
催
さ
れ

た
「
第
６
回
大
阪
府
民
の
い
っ
ち
ゃ
ん
う

ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
山
内
自
治
振

興
区
米
つ
く
り
研
究
会
の
深ふ

か
や屋
進す

す
むさ
ん

が
出
品
し
た
「
あ
き
さ
か
り
」
と
、
西

城
町
美
味
し
い
米
つ
く
り
研
究
会
の
加

藤
寛ひ

ろ
こ子
さ
ん
が
出
品
し
た「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

が
そ
れ
ぞ
れ
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
庄
原
産
米
が
全
国
の
米
コ
ン

ク
ー
ル
で
高
い
評
価
を
受
け
続
け
る
こ

と
は
、
本
市
が
高
品
質
で
お
い
し
い
米

の
産
地
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
に
な
り
、
庄
原
産
米
の
さ
ら
な

る
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

１
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忘れられない一日に 酒米の消費拡大を目指して 活力ある地域づくりに貢献

地域の伝統行事 広島県庁で雪合戦をＰＲいのちの大切さを伝える

備北丘陵公園入園者900万人達成セレモニー・12/31 酒米記念碑建立除幕式・12/8 「広島県いきいき地域づくり賞」授賞・12/21

とらへい・1/14 雪合戦まつりin広島県庁・1/14ヒューマンフェスティバル2016＆芸能祭・12/11

備北丘陵公園の入園者数が累計 900 万人を越え、
記念セレモニーが行われました。900 万人目となっ
たのは、岡山県倉敷市から訪れた小

お の

野勝
か つ み

巳さん、志
し お り

織
さん、未

み ゆ き

優希さん、陽
ひ な た

菜乃さん。国土交通省三次河川
国道事務所溝

み ぞ や ま

山 勇
いさむ

所長から認定証が授与され、奥井
智
と も ひ ろ

裕備北公園管理センター長や木山耕三市長から記念
品が贈呈された後、カウントダウンで小野さんが点灯
ボタンを押し、園内のイルミネーションが一斉に点灯
しました。

小野さんは「昨年は予定が合わず、イルミネーショ
ンを見られなかった。１年越しの来園だったが 900
万人目となり驚いた」と話していました。

比和酒米生産組合が、「広島の酒の消費拡大と、良
質な酒米産地としての自覚と誇りをもち、さらなる生
産振興を図る」ことを目的に、グリーンポート吾

あ づ ま じ

妻路
に記念碑を建立しました。除幕式には組合員など関
係者約 40 人が参加しました。記念碑の裏面には、

「八
はったんにしき

反錦 1 号」の由来と、比和の酒米の品種改良造成
に長年尽力した倉岡侃

つよし

さんの功績が刻まれています。
同組合では、現在 94 戸の農家で八反錦 1 号と八反

35 号を合わせ約 70 ヘクタール栽培しています。参
加した組合員は、「今後はもっと多くの方に比和の酒
米の良さを知ってもらい、消費拡大につながるよう生
産にも取り組んでいきたい」と話していました。

九
く ん ち い ち

日市愛好会（寺岡隆
た か ゆ き

行会長）が「平成 28 年度広
島県いきいき地域づくり賞」を受賞し、県庁で知事表
彰されました。この表彰は、自主的な地域づくり活動
により地域振興や地域活性化に貢献している団体に対
して、その功績を称え行われます。

同愛好会は、約 400 年の歴史を持ちながら戦争で
途絶えていた「九日市」を復活させ、平成 13 年３月
以降毎月９日に開催してきました。今では約 50 店の
出店に加え、周辺施設で九日市にあわせた催しも増え、
九日市を軸とした市民活動が活性化しています。

寺岡会長は「今後も地域の活性化のため『しょうば
ら九日市』を継続していきたい」と話していました。

口和町の口南地域で、伝統行事「とらへい」が行われ
ました。毎年１月14 日ごろの夜に行われる行事です。

まず、子どもたちがわら馬（わらで作った馬）とわら
すぼ（わらで作った入れ物）を、和牛農家を中心に地域
の何軒かの農家の玄関に置き、「とらへい、とらへい」と
裏声で家の中に声をかけ、物陰に隠れます。すると、家の
人は縁起物のわら馬をもらい、わらすぼにお菓子など
お返しの品を入れます。子どもたちはそれを見計らっ
てわらすぼを取りにいきますが、その時家の人が水をか
けてくるので、わらすぼを取って走って逃げます。

この日、子どもたちは数班に分かれ、雪の降る中、全
20 軒の家を楽しそうに巡っていました。

総領自治振興センターで「ヒューマンフェスティ
バル2016 ＆芸能祭」が行われ、約180 人が来場しまし
た。

午前の部では、庄原赤十字病院助産師の寺本辰
た つ み

美さ
んと石田聖

き よ み

美さんが「いのちの授業」と題し講演しま
した。新生児人形を用いた「抱っこ体験」など交えなが
ら、命の重さ・大切さについて語りました。

午後の部では、芸能祭が行われ、太鼓や紙芝居、総領
保育所園児による歌や踊りなどが披露されました。そ
の他、総領小学校児童のあいさつ標語、総領中学校生徒
の人権標語の展示や地域団体の出店バザーもあり、来
場者は多彩な催しを楽しみました。

２月に高野町で開催される広島県雪合戦大会のＰＲ
イベント「雪合戦まつりin 広島県庁」が広島県庁駐車
場で開催されました。雪合戦大会の20 回記念として、
広島市の人にも雪合戦を体験してもらおうと、広島県
雪合戦大会実行委員会が企画したもので、「ひろしまさ
とやま未来博2017」のプレイベントも兼ねています。

当日は人工芝を敷いて作った特設コートで、高野町
から運び込んだ雪を使った「雪合戦の体験」や、昨年の
全国大会で優勝したチーム「雪

ゆ き む ら じ だ い

村時代」と「島根県選
抜チーム」の模範試合などが行われました。

来場者は「思っていたより本格的で迫力があった。
高野の雪合戦大会に行ってみたい」と話していました。

▲入園者数 900 万人達成を祝った

▲認定証が手渡された▲風がなく田の水面に映る

▲除幕式の様子▲イルミネーションが点灯するなか 300 発の花火が打ち上げられた ▲表彰状を受け取った寺岡会長（右端）

▲家の人に見つかると水をかけられる ▲興味深そうに雪だまを作る子どもたち▲妊婦ジャケットを用いて「妊婦体験」 ▲模範試合の様子を広島県庁から望む
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高
血
圧
と
合
併
症

　

血
圧
と
は
、心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た

血
液
に
よ
っ
て
血
管
壁
に
か
か
る
圧
力

を
い
い
、慢
性
的
に
正
常
値
（
１
３
０
／

85m
m

H
g

未
満
）よ
り
も
高
い
状
態
を
「
高

血
圧
」と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、血
管
に
強
い
負
担
が
か
か
っ
て

い
る
状
態
で
、初
期
に
は
自
覚
症
状
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、血
圧
が
高
い
状
態
が

長
く
続
く
と
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、心
疾
患

や
脳
血
管
疾
患
、腎
疾
患
な
ど
の
重
篤
な
合

併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

高
血
圧
の
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、原
因
が
は
っ

き
り
と
わ
か
ら
な
い
「
本
態
性
高
血
圧
」で

す
。こ
れ
は
遺
伝
的
要
因
や
加
齢
に
加
え
て
、

塩
分
や
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
、運
動
不
足
、ス
ト

レ
ス
、喫
煙
、不
規
則
な
生
活
と
い
っ
た
生
活

習
慣
の
乱
れ
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

東城支所市民生活室　主任保健師

健康広場

栄　正人

高血圧を予防しよう

予
防
す
る
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▼
ポ
イ
ン
ト
１
「
減
塩
」

～
塩
分
を
控
え
め
に
、目
標
は
男
性
：
１
日

８
グ
ラ
ム
未
満
、女
性
：
１
日
７
グ
ラ
ム
未

満
～

　

食
塩
を
取
り
す
ぎ
る
と
、血
液
中
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
濃
度
が
上
昇
し
、体
内
の
水
分
が
血

管
内
に
血
液
と
し
て
集
ま
り
血
圧
を
高
め
ま

す
。買
い
物
を
す
る
と
き
は
塩
分
表
示
を
見

る
、食
事
を
作
る
と
き
に
は
薄
味
に
す
る
な

ど
、日
頃
か
ら
減
塩
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

例
：
み
そ
汁
を
具
だ
く
さ
ん
に
す
る
、味
付

け
に
香
辛
料
を
使
う
、減
塩
醤
油
を
利
用
す

る
な
ど

▼
ポ
イ
ン
ト
２
「
運
動
」

～
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
～

　

少
し
汗
ば
む
く
ら
い
の
軽
い
運
動
（
有
酸

素
運
動
）を
１
回
30
分
以
上
、週
に
２
回
以
上

行
う
こ
と
が
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
陸
上
ま
た
は
水
中
）、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、水
泳
な
ど

　

ま
た
、階
段
の
上
り
下
り
な
ど
日
常
生
活

の
中
で
意
識
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
も
効
果

的
で
す
。個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、運
動
の
効

果
が
出
る
ま
で
に
は
お
よ
そ
３
カ
月
～
１
年

く
ら
い
か
か
り
ま
す
。諦
め
ず
に
じ
っ
く
り

気
長
に
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
教
室

　

市
で
は
、特
定
健
診
結
果
で
血
圧
が
高
め

（
※
）で
服
薬
し
て
い
な
い
非
肥
満
の
方
を
対

象
に
、高
血
圧
予
防
教
室
を
開
催
し
、教
室
で

は
高
血
圧
に
つ
い
て
の
学
習
、運
動
教
室
、調

理
実
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
始
め
は
高
血
圧
の
こ
と

を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
が
、減
塩
や
運
動

を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
く
う
ち
に
、

楽
し
く
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自
分

が
実
践
し
て
い
る
う
ち
に
、家
族
も
減
塩
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
家
族
で
一
緒
に

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
生
き
生
き
と
し
た
日

常
生
活
を
送
り
続
け
る
た
め
、高
血
圧
気
味

の
人
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
※
）収
縮
期
（
最
高
）血
圧
が
１
４
０
～

１
５
９ m

m
H

g

以
上
で
、拡
張
期
（
最
低
）

血
圧
が
90
～
99m

m
H

g

以
上

一足早いクリスマス 地域の伝統文化をつなぐ

くらしのことを学ぼう 手作りで地域が盛り上がる

西城子育て支援センタークリスマス会・12/14 戸山会新春神楽公演会・1/2

行政相談出前教室・12/20 東城ミュージックコンサート・1/15

西城子育て支援センター「キッズルームひよこ」で
クリスマス会が行われ、保育所に入園前の子どもとそ
の保護者８組 16 人と子育て推進委員、主任児童委員
が参加しました。

子育て推進委員が演じるサンタクロースも登場する
劇や、おはなし会「ダンボ」による絵本の読み聞かせ、
手遊び、音楽会などが催され、参加者は一足早いクリ
スマスパーティーを楽しみました。また、サンタクロー
スから子どもたちにプレゼントが手渡され、子どもた
ちは大喜びでした。参加者同士の交流会もあり、保護
者同士で子育てについての意見交換をしながら楽しい
時間を過ごしていました。

戸
と や ま か い

山会が口和老人福祉センターで、今回で 18 回目
となる新春神楽公演を行い、約 60 人が来場しました。
戸山会は約 25 年前に設立され、口和町常定神楽を継
承し、口和中学校神楽同好会の育成、指導も行ってい
ます。

当日は、清めの舞、猿多彦の能、荒神山、伊吹山、
恵比寿舞の５つの舞が演じられ、最後の恵比寿舞では
餅まきもあり、来場者は一斉に手を上げて福餅をも
らっていました。

戸山会会長の森末博
ひ ろ お

雄さんは「口和の地に根付いて
いた文化のともしびをともし続けていくため、今後も
公演会を続けていきたい」と話していました。

山内小学校で中国四国管区行政評価局、行政相談委
員、庄原警察署が講師となり、行政相談の出前教室が実
施されました。

６年生の児童７人は、行政のしくみや、行政について
の困りごとを解決する行政相談委員の活動、最近の詐
欺の手口や交通安全について学びました。行政相談委
員の作

さ く だ

田ユリコさんが、山内小学校前の道路標示が行
政相談をきっかけに付けられたことを説明すると、児
童たちは興味深く聞いていました。

児童からは「くらしの中で、行政がたくさんの事に
関わっていることがわかりました。身近な事で困った
事があれば相談したいです」との感想がありました。

東城自治振興区主催の「東城ミュージックコンサー
ト2017」が、東城文化ホールで開催されました。

今回で４回目となるこのイベントでは、東城地域を
中心とした18 団体が、バンドやエレクトーン演奏、ダ
ンスなどを披露しました。幅広い年齢層の出演者たち
が、仮装や曲のアレンジなどでそれぞれの個性を出し、
会場を盛り上げました。また、会場では地域の食材を
使った手作りの料理も振る舞われ、来場者はコンサー
トの合間に食事を楽しみました。

大雪の中での開催でしたが、延べ550 人が参加し、
子どもから大人まで地域が一体となり、熱気に包まれ
たコンサートとなりました。

庄原市　高血圧予防キャラクター

「ショーショー鳥」

▲サンタクロースから子どもたちにプレゼント ▲鉄砲打ちが化けぎつねを退治する場面

▲「困った時は相談してほしい」と児童に伝える作田ユリコさん ▲子どもから大人まで世代を超えて演奏した

№８ №７
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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ３月16日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ３月９日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ２月21日㈫・３月７日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572口和 ３月16日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター

総領 ３月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ３月16日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ３月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ２月24日㈮13時～15時 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

総領 ３月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ３月17日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　高野 ３月３日㈮13時～16時 高野保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

２月21日㈫、３月７日㈫・21日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
２月28日㈫13時30分～15時

東城支所 相談・ 情報交換
参加費１００円

東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 ３月13日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

身 体 障 害 者
補装具判定会 【肢体】３月16日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 ２月20日㈪・３月６日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ３月14日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問

い合わせください）

パパママひろば
（妊婦教室） ３月11日㈯９時30分～12時 庄原保健福祉センター 母子健康手帳 申し込み必要

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
７

子
ど
も
教
室
の
受
講
生
募
集

●
子
ど
も
美
術
館
絵
画
教
室

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

▼
小
学
３・４
年
、
５
・６
年
の
部

10
時
～
12
時

▼
幼
児
・
小
学
１・
２
年
の
部

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

対
象　

幼
稚
園
年
長
・
保
育
所
年

長
・
小
学
生

定
員　

各
部
若
干
名

会
費　

毎
月
２
千
円

締
め
切
り　

３
月
25
日
㈯

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

森
信
廣
子

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
８
６
２

●
子
ど
も
文
学
館
短
歌
教
室

と
き　

毎
月
第
２
土
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象　

小
学
生

定
員　

若
干
名

会
費　

毎
月
千
円

締
め
切
り　

３
月
25
日
㈯

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

新
枝
松
子

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
０
６
３
６

●
庄
原
子
ど
も
の
館
マ
ナ
ー
教
室

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

節
分
草
自
生
地
公
開

　

総
領
町
が
誇
る
日
本
有
数
の
節

分
草
自
生
地
を
、
開
花
状
況
に
合

わ
せ
て
随
時
公
開
し
ま
す
。
公
開

期
間
中
、
寄
せ
植
え
教
室
（
２
月

12
日
・
19
日
）、
絵
手
紙
教
室
（
２

月
18
日
）
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

公
開
期
間
中
の
土
・
日
（
２
月
26

日
を
除
く
）
に
は
、
子
ど
も
も
大

喜
び
の
「
段
ボ
ー
ル
迷
路
」
が
里

山
総
領
体
育
館
に
登
場
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
初
恋
に
ま
つ
わ
る
手

紙
」「
初
恋
を
題
材
と
し
た『
短
歌
』・

『
俳
句
』・『
川
柳
』」「
山
野
草
写
真
・

絵
手
紙
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
も

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
11
日
（
土
・
祝
）
～

３
月
５
日
㈰

と
こ
ろ

道
の
駅
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
７

節
分
草
祭

　

地
域
団
体
な
ど
に
よ
る
、
公
開

期
間
中
最
大
規
模
の
バ
ザ
ー
が
開

か
れ
ま
す
。

と
き　

３
月
５
日
㈰

と
こ
ろ

道
の
駅
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
事
務
局

９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

若
干
名

会
費　

毎
月
千
円

締
め
切
り　

３
月
25
日
㈯

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

岡
本
恵
美
子

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
３
６
３

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

支
援
制
度　

　

広
島
県
で
は
、
河
川
環
境
の
向

上
と
河
川
愛
護
精
神
の
普
及
の

た
め
、「
河
川
清
掃
等
業
務
委
託
」

と
い
う
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
県
が
管
理
す
る

河
川
（
一・
二
級
河
川
）
の
清
掃
活

動
（
ゴ
ミ
拾
い
、
草
刈
り
）
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
、

報
償
金
（
活
動
実
施
費
用
の
範
囲

内
）
を
支
払
う
も
の
で
す
。

　

河
川
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

る
自
治
振
興
区
や
自
治
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
こ
の
制
度
を

新
た
に
利
用
し
た
い
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
度
の
申
し
込
み
締
め

切
り
は
２
月
22
日
㈬
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産

業
建
設
室

広
島
県
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　

広
島
県
で
は
、
県
内
の
河
川
や

道
路
の
美
化
活
動
に
参
加
す
る
人

が
、
そ
の
活
動
中
に
起
き
た
事
故

に
よ
っ
て
傷
害
を
受
け
た
場
合
や

活
動
中
に
第
三
者
へ
人
的
・
物
的

被
害
を
与
え
た
場
合
の
救
済
措
置

と
し
て
、「
広
島
県
河
川
道
路
美

化
活
動
保
険
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

市
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
る

と
と
も
に
、
安
心
し
て
美
化
活
動

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
こ
の
保
険

へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。
自

治
振
興
区
や
自
治
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

よ
う
と
思
わ
れ
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
箇
所

一･

二
級
河
川
、
国･

県
道

対
象
美
化
活
動

道
路
・
河
川
の
堆
積
土
、
汚
泥
な

ど
の
除
去
ま
た
は
除
草
、
清
掃
な

ど加
入
手
続
き

　

美
化
団
体
の
届
け
出
を
し
て
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
保
険
に
加

入
で
き
ま
す
（
団
体
届
出
書
が
必

要
）。
ま
た
、
加
入
し
て
い
る
団
体
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お知らせInformation

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生　男子 18歳以上27歳未満 随時 受け付け時にお知らせします

予備自衛官補　一般 18 歳以上 34 歳未満
４月７日㈮まで ４月14日㈮～18日㈫の間で指定する日

予備自衛官補　技能 18 歳以上で国家免許資格などを有すること
（免許資格により受験上限年齢が変わります）

※待遇、給与など詳しくは三次地域事務所にお気軽にお問い合わせください。
問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０

で
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

変
更
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
保
険
加
入
料
は
不
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産

業
建
設
室

知
っ
て
く
だ
さ
い　
　
　

「
里
親
制
度
」

　
「
里
親
制
度
」
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を

家
庭
で
預
か
り
、
愛
情
を
持
っ
て

育
て
る
制
度
で
す
。
広
島
県
で
は

里
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

【
里
親
の
種
類
】

○
夏
休
み
な
ど
に
、
子
ど
も
と
一

緒
に
家
庭
で
過
ご
す「
ふ
れ
あ
い

里
親
」

○
自
立
す
る
ま
で
・
親
が
入
院
し

て
い
る
間
な
ど
の
一
定
期
間
、
温

か
い
家
族
の
暮
ら
し
を
共
に
す
る

「
養
育
里
親
」

○
家
族
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る

「
養
子
縁
組
希
望
里
親
」

○
身
内
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
く

「
親
族
里
親
」

　

里
親
に
な
る
た
め
に
特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
養
育
に
理
解
が
あ
り
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
里
親
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
里
親
制

度
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

水
道
管
の
凍
結
対
策
を

　

例
年
こ
の
時
期
は
、
凍
結
に
よ

る
水
道
管
の
破
裂
が
起
き
て
い
ま

す
。

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

４
度
以
下
に
な
る
と
凍
結
に
よ
る

破
裂
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
寒
波
の
到
来
に
よ
る
急
な
冷

え
込
み
に
備
え
、
屋
外
の
露
出
し

て
い
る
水
道
管
や
、
普
段
使
用
し

て
い
な
い
蛇
口
な
ど
に
は
、
市
販

の
保
温
材
や
電
気
式
の
凍
結
防
止

帯
を
巻
く
な
ど
し
て
、
凍
結
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
】

　

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
布
を

か
ぶ
せ
て
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
か
け
ま
し
ょ
う
。
直

接
熱
湯
を
か
け
た
り
、
急
に
熱
湯

を
か
け
た
り
す
る
と
、
水
道
管
や

蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
課
工
務
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
０

ま
た
は
東
城
水
道
室
・
各
支
所
地

域
振
興
室

法
務
局
登
記
相
談
予
約

　

広
島
法
務
局
三
次
支
局
で
は
、

登
記
相
談
予
約
制
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
登
記
相
談
を
希
望
す
る
場

合
は
、
電
話
ま
た
は
窓
口
で
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
連
絡
先

●
不
動
産
登
記
に
つ
い
て

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
２
５
０
４

●
会
社
・
法
人
登
記
に
つ
い
て

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
５
２
０
１

　

予
約
が
な
い
場
合
、
当
日
中
に

相
談
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
20
分
程
度

で
す
。

　

詳
し
く
は
広
島
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
法
務
局
三
次
支
局

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
０
７
０

こ
こ
ろ
旅
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
、
番

組
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
を
も
と
に

全
国
を
自
転
車
で
旅
す
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
番
組

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
が
、

広
島
を
訪
れ
ま
す
。
番
組
で
は
、

視
聴
者
の
こ
こ
ろ
に
残
る
何
気
な

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

県
大
会

第
69
回
広
島
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

（
１
月
11
日
～
13
日
／
芸
北
国
際

ス
キ
ー
場
）

●
男
子
回
転

第
３
位

小
田　

愛
斗
（
広
島
商
船
高
等
専

門
学
校
２
年
・
比
和
町
）

第
４
位

堀
井　

亮
佑
（
加
計
高
芸
北
分
校

１
年
・
西
城
町
）

●
男
子
大
回
転

第
４
位

小
田　

愛
斗
（
広
島
商
船
高
等
専

門
学
校
２
年
・
比
和
町
）

第
７
位

堀
井　

亮
佑
（
加
計
高
芸
北
分
校

１
年
・
西
城
町
）

●
女
子
回
転

第
４
位

小
田　

采
奈
（
三
次
高
１
年
・
比

和
町
）

●
女
子
大
回
転

第
５
位

小
田　

采
奈
（
三
次
高
１
年
・
比

和
町
）

第
13
回
全
国
小
学
生　
　
　

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会

広
島
県
予
選
大
会

（
12
月
４
日
／
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ

ス
ト
広
島
総
合
グ
ラ
ン
ド
）

優
勝　

庄
原
東
小
学
校
桜
ヶ
丘
ボ

ア
ー
ズ

第
41
回
広
島
県
民
体
育
大
会

（
陸
上
競
技
）

（
10
月
２
日
／
庄
原
市
上
野
総
合

公
園
陸
上
競
技
場
）

●
男
子
小
学
生
１
０
０
ｍ

第
２
位

松
川　

晟
夕
（
山
内
小
６
年
）

●
男
子
小
学
生
80
ｍ
Ｈ

第
４
位

主
田　

周
平
（
西
城
小
６
年
）

第
５
位

児
玉　

成
輝
（
峰
田
小
６
年
）

第
６
位

和
田　
　

琳
（
総
領
小
６
年
）

●
男
子
小
学
生
走
り
幅
跳
び

第
３
位

松
田　

啓
杜
（
東
小
６
年
）

●
男
子
中
学
生
２
０
０
ｍ

第
２
位

池
上
祐
太
郎
（
庄
原
中
３
年
）

第
３
位

五
刀　
　

要
（
庄
原
中
３
年
）

第
４
位

寺
迫　

由
留
（
庄
原
中
３
年
）

第
５
位

小
川　

龍
治
（
庄
原
中
３
年
）

●
男
子
中
学
生
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

第
１
位

寺
迫　

由
留
（
庄
原
中
３
年
）

小
川　

龍
治
（
庄
原
中
３
年
）

池
上
祐
太
郎
（
庄
原
中
３
年
）

五
刀　
　

要
（
庄
原
中
３
年
）

第
３
位

岡
田　

大
貴
（
庄
原
中
３
年
）

岡
崎　

太
郎
（
庄
原
中
３
年
）

片
山　

優
大
（
庄
原
中
２
年
）

原
田　

雅
也
（
庄
原
中
１
年
）

●
男
子
中
学
生
走
り
高
跳
び

第
２
位

岡
田　

大
貴
（
庄
原
中
３
年
）

第
４
位

岡
崎　

太
郎
（
庄
原
中
３
年
）

●
男
子
中
学
生
砲
丸
投
げ

第
１
位

片
山　

優
大
（
庄
原
中
２
年
）

第
４
位

原
田　

雅
也
（
庄
原
中
１
年
）

●
女
子
中
学
生
２
０
０
ｍ

第
５
位

永
井　

晴
奈
（
庄
原
中
２
年
）

●
女
子
中
学
生
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

第
５
位

畑
廣　

栞
奈
（
庄
原
中
３
年
）

永
井　

晴
奈
（
庄
原
中
２
年
）

竹
明
穂
乃
花
（
庄
原
中
１
年
）

荒
木　
　

綸
（
庄
原
中
１
年
）

●
女
子
中
学
生
走
り
高
跳
び

第
５
位

小
川　

汐
李
（
庄
原
中
１
年
）

●
女
子
中
学
生
砲
丸
投
げ

第
４
位

梶
田　

陽
菜
（
庄
原
中
２
年
）

第
５
位

切
田　

海
鈴
（
庄
原
中
１
年
）

第
62
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル　
　
　
　

広
島
県
審
査

入
選

森
宗　

雅
斗
（
庄
原
小
２
年
）

そ
の
他

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
16

【
文
芸
祭
】

▼
短
歌

●
小
・
中
・
高
校
生
の
部

広
島
市
長
賞

池
田　

倖
萌
（
口
北
小
２
年
）

特
選

岩
瀧　
　

巧
（
口
北
小
２
年
）

入
選

日
野　

光
咲
（
口
北
小
１
年
）

桑
原　
　

仁
（
口
北
小
１
年
）

藤
谷　

航
平
（
高
小
３
年
）

前
杢
狼
太
郎
（
高
小
３
年
）

杠　
　

瑞
樹
（
比
和
小
６
年
）

田
丸　

賢
太（
庄
原
格
致
高
２
年
）

●
一
般
の
部

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
実
行

委
員
会
会
長
賞

家
島　

晶
子
（
口
和
町
）

広
島
市
長
賞

永
宗　

敏
昭
（
新
庄
町
）

広
島
市
教
育
委
員
会
賞

川
崎
冨
士
子
（
西
城
町
）

入
賞

橘　
　

京
子
（
西
本
町
）

▼
俳
句

●
小
・
中
・
高
校
生
の
部

特
選

横
山　

沙
季（
庄
原
格
致
高
２
年
）

入
選

城
田　
　

心（
庄
原
格
致
高
２
年
）

●
一
般
の
部

入
選

矢
崎　

稔
子
（
宮
内
町
）

永
宗　

敏
昭
（
新
庄
町
）

田
宮
美
和
子
（
川
北
町
）

▼
現
代
詩

●
一
般
の
部

広
島
県
知
事
賞

坂
村　

廣
嗣
（
三
日
市
町
）

▼
川
柳

●
小
・
中
・
高
校
生
の
部

入
選

森
松　

愛
淋
（
東
小
３
年
）

中
川　

雄
太
（
東
小
２
年
）

【
大
正
琴
・
新
舞
踊
の
祭
典
】

●
大
正
琴
の
部　

優
秀
賞

琴
城
流
大
正
琴　

東
城
支
部

【
芸
能
・
銭
太
鼓
の
祭
典
】

●
銭
太
鼓
の
部　

優
秀
賞

高
杉
会
東
城
支
部
さ
わ
や
か
会

第
５
回
広
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展

い
風
景
や
、
み
ん
な
に
伝
え
た
い

風
景
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
４
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
撮
影

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
に

残
っ
て
い
る
庄
原
市
内
の
風
景
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
手
紙
に
し
て
送
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

手
紙
募
集
締
め
切
り

２
月
27
日
㈪
必
着

広
島
県
エ
ピ
ソ
ー
ド
放
送
予
定

４
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

投
稿
方
法

①
は
が
き
・
封
書
で
〒
１
５
０
‐

８
０
０
１
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
（
住

所
不
要
）
に
郵
送

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
０
３
‐
３
４
６
５
‐

１
３
２
７
に
送
信

③
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
こ
こ
ろ

旅
で
検
索
）
の
投
稿
フ
ォ
ー
ム
を

利
用

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.
nhk.or.jp/kokorotabi/
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《広島司法書士会所属》

広告

国営備北
丘陵公園
だより

冬咲きぼたん展

インドアガーデンコンテスト
２月19日㈰まで開催！

２月25日㈯～３月12日㈰開催！

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

幽ゆ
う
が
り
ゅ
う

雅
流
生
け
花
展
示

　

草
花
の
「
生
き
る
」
姿
に
魅

了
さ
れ
た
幽
雅
流
生
け
花
を
展

示
し
ま
す
。
ひ
な
飾
り
の
展
示

と
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

２
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里
「
さ
と
や
ま
屋
敷
」

ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト

●
ほ
と
ぎ
作
り
体
験
教
室

　

こ
の
地
方
に
伝
わ
る
、
も
ち
米

を
使
っ
た
ひ
な
菓
子
作
り
で
す
。

と
き　

２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時

※
受
付
は
15
時
ま
で

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

各
日
20
組

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里「
上
の
農
家
」

ひ
ば
の
里
体
験
イ
ベ
ン
ト

●
伝
承
和
紙
折
紙
教
室

　

色
と
り
ど
り
の
和
紙
を
使
っ

た
ひ
な
人
形
作
り
で
す
。

と
き　

２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時

※
受
付
は
15
時
ま
で

参
加
費　

５
０
０
円
～

定
員　

各
日
20
組

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里
「
さ
と
や
ま
屋
敷
」

●
と
う
ろ
う
菓
子
づ
く
り
体
験

　

総
領
町
で
作
ら
れ
て
い
る
伝

統
的
な
ひ
な
菓
子
づ
く
り
体
験

で
す
。

※
こ
の
ひ
な
菓
子
は
飾
り
用
の
た

め
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
き　

２
月
19
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時　

※
受
付
は
15
時
ま
で

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

20
組

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
「
参
集
殿
」

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま

た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ド
ア
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

屋
内
で
自
由
な
発
想
に
よ
り

造
ら
れ
た
ガ
ー
デ
ン
を
、
デ
ザ
イ

ン
性
・
植
物
の
生
か
し
方
・
ア
イ

デ
ア
な
ど
の
観
点
か
ら
審
査
し

て
表
彰
し
ま
す
。
制
作
さ
れ
た

ガ
ー
デ
ン
は
展
示
・
公
開
し
ま
す
。

　

一
足
早
い
春
を
楽
し
み
な
が

ら
、
ガ
ー
デ
ン
造
り
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

２
月
25
日
㈯
～
３
月
12
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
３
月
は
17
時
ま
で
。
２
月
27

日
㈪
・
３
月
６
日
㈪
は
休
園
日
。

と
こ
ろ

大
芝
生
広
場
「
湖
畔
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
」
２
階

広島県特定（産業別）最低賃金が改定されました
　広島県特定（産業別）最低賃金８種類が改定され、平成 28 年 12 月 31 日から発効しました。改
定後の最低賃金の時間額は次のとおりです。

業種 時間額
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業 ９０１円

建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 ８６３円

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ８７０円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 ８３１円

自動車・同付属品製造業 ８５０円

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 ８９３円

広島県各種商品小売業 ８２１円

広島県自動車小売業 ８４８円

問い合わせ　　広島労働局賃金室　☎ 082-221-9244　　三次労働基準監督署　☎ 0824-62-2104

村
木　

莉
加 

（
東
城
中
３
年
）

加
藤　
　

純 

（
高
野
中
３
年
）

●
詩
・
作
文
の
部

優
秀
賞

藤
崎　

友
翔 

（
高
小
４
年
）

●
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写
真

な
ど
の
部

最
優
秀
賞

石
出　

心
羽 

（
東
小
３
年
）

特
別
賞

新
井　
　

椿 

（
庄
原
小
６
年
）

優
秀
賞

山
坂　

哩
槻 

（
庄
原
小
２
年
）

「
こ
と
ば
の
輝
き
」
優
秀
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

●
論
理
的
に
表
現
す
る
力
部
門

優
秀
賞

寺
岡　

佑
記
（
東
城
小
３
年
）

上
野　

彩
花
（
庄
原
小
５
年
）

●
本
を
読
ん
で
考
え
、
表
現
す
る

力
部
門

優
秀
賞

大
歲　

嘉
倖
（
庄
原
中
１
年
）

第
10
回
童
謡
歌
唱
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
さ
く
ら
ぴ
あ

●
決
勝
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会

（
12
月
23
日
／
は
つ
か
い
ち
文
化

ホ
ー
ル
さ
く
ら
ぴ
あ
）

グ
ラ
ン
プ
リ

切
田　

光
星
（
塩
町
中
３
年
・
上

原
町
）

第
69
回
鈴
木
三
重
吉
賞

●
作
文
の
部

学
校
賞

高
小
学
校

板
橋
小
学
校

特
選

天
野　

椛
水
（
高
小
３
年
）

田
部　

悠
翔
（
板
橋
小
４
年
）

田
部　

琉
晟
（
板
橋
小
６
年
）

優
秀
賞

野
崎　

康
輔
（
高
小
３
年
）

牧
田　

千
諒
（
小
奴
可
小
１
年
）

池
田　

美
月
（
東
城
小
２
年
）

髙
浦　

七
帆
（
東
城
小
４
年
）

日
野　

光
咲
（
口
北
小
１
年
）

法
蘓　

融
大
（
口
北
小
６
年
）

●
詩
の
部

特
選

松
木　

舜
弥
（
高
野
小
１
年
）

優
秀
賞

大
崎　
　

和
（
板
橋
小
５
年
）

奥
田　

桜
楓
（
東
小
３
年
）

仁
井　
　

楓
（
山
内
小
２
年
）

仲
田　

愛
菜
（
小
奴
可
小
１
年
）

盛
原　

透
真
（
高
野
小
２
年
）

永
田
理
梨
夏
（
比
和
中
２
年
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
写
真
系

大
賞

神
田　

優
作
（
東
城
小
４
年
）

奨
励
賞

神
田　

涼
平
（
東
城
中
１
年
）

▼
デ
ザ
イ
ン
系

大
賞

原
田
真
日
瑠
（
庄
原
中
２
年
）

優
秀
賞

寺
尾　

菜
歩
（
庄
原
中
３
年
）

中
本　

凪
咲
（
庄
原
中
３
年
）

庄
原
市
人
権
作
品
入
賞
者

●
標
語
の
部

最
優
秀
賞

日
野　

祐
輝 

（
小
奴
可
小
５
年
）

優
秀
賞

森
山　

雪
月 

（
口
南
小
１
年
）

光
永　

怜
旺 

（
庄
原
小
１
年
）

桑
原　

栄
心 

（
高
小
２
年
）

木
下　
　

匠 

（
小
奴
可
小
２
年
）

日
野　

瑛
斗 

（
小
奴
可
小
３
年
）

國
利　

育
叶 

（
庄
原
小
３
年
）

大
塚　

光
浩 

（
高
小
４
年
）

橋
本　

礼
奈 

（
庄
原
小
４
年
）

大
倉　

拓
真 

（
美
古
登
小
５
年
）

田
中　

柊
平 

（
高
野
小
５
年
）

白
根　

有
紗 

（
美
古
登
小
６
年
）

信
清
癒
右
和 

（
板
橋
小
６
年
）

石
原　

光
将 

（
高
野
中
１
年
）

神
本
す
み
れ 

（
西
城
中
１
年
）

佐
々
木
大
輔 

（
庄
原
中
２
年
）

藤
原　

礼
蘭 

（
庄
原
中
２
年
）
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お知らせInformation

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

２月・３月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

２～３月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　「手持ちのセーターやストールを染めよう」
　と　き　２月27日㈪
　　　　　①９時～12時　 ②13時30分～16時
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
○草木染め教室「未定」
　と　き　３月27日㈪
　※時間・参加費・定員は２月27日開催と同じです。
▶展示＆イベント
○「庄原小学校（６年生）観光ポスター展」
　と　き　２月 15日㈬～ 27日㈪
　ところ　エントランスホール
○「世界の天然石＆アジアン衣料」
　と　き　３月１日㈬～ 10日㈮
　ところ　交流ホール
○「手仕事　里山の節分草とふくろう展」
　と　き　３月３日㈮～４月９日㈰（予定）
　ところ　エントランスホール

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
三次人形展・庄原市文芸大会入賞作品展
とき　３月８日㈬～10日㈮　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

3月2日㈭ 庄原赤十字病院 11時30分～15時

3月14日㈫ 庄原市役所
東城支所

10時～11時30分
12時30分～15時

２月26日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
３月５日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

12日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
19日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
20日（月）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成28年12月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３６，９８３人（前年比－５６５人）　
男　　１７，５３３人（前年比－２１９人）　
女　　１９，４５０人（前年比－３４６人）
世帯数　１５，８２４世帯（前年比＋８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３６２人（前年比＋３８人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１８，４２０人（７，９２７世帯）
○西城地域　　３，５９１人（１，４７６世帯）
○東城地域　　８，１５８人（３，６５９世帯）
○口和地域　　２，０７２人（　  ８１６世帯）
○高野地域　　１，８６２人（　  ６８４世帯）
○比和地域　　１，４５０人（　  ６２４世帯）
○総領地域　　１，４３０人（　  ６３８世帯）

と　き　２月 27 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　西城琴

こと

音
ね

会
角
か く だ

田寿
す み え

美江・伊
だ て

達初
は つ え

恵・保
や す だ

田久
ひ さ こ

子・渡
わたなべ

辺宏
ひ ろ こ

子・藤
ふじわら

原
明
あ き こ

子・武
た け だ

田史
ふ み こ

子・山
やました

下栄
え い こ

子
演奏予定曲目　「北の螢」「銀座カンカン娘」ほか
『西城琴音会』30 数年前に西城商工会婦人部の活動
として大正琴グループが誕生。15 年前に解散した
が新たに西城琴音会と改名し結成。現在は地域イベ
ントや施設訪問などで演奏活動を行っている。
主な演奏活動歴　大阪新歌舞伎座（歌手　中

なかむら

村美
み つ

律
子
こ

さんのバック演奏）・琴
きんじょうりゅう

城流大正琴全国大会（東
京２回、広島１回）・琴城流大正琴県大会（２年に
１回）・国民文化祭２回（京都府城陽市、愛知県名
古屋市）・けんみん文化祭３回（最優秀賞２回、優
秀賞１回）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

平成 27 年 10 月、比和町にある国の重要文化財「荒木家住宅」
を見学していた人がハチに刺され、調べてみると周辺の木の枝に
コガタスズメバチが巣をかけていました。この巣の中からはハチ
だけでなく、体長５ミリメートル程度の翅

はね

の生えた昆虫（写真１）
も２匹見つかりました。さらによく見るとハチの成虫２匹の腹

ふくせつ

節
から小さな虫（写真２）が顔を出しています。ハチと一緒にいた
この虫たちはスズメバチネジレバネという寄生昆虫で、広島県で
２例目の貴重な発見となりました。標本は当館で保存しています。

ネジレバネは何種類もいてさまざまな昆虫に寄生しますが、ス
ズメバチネジレバネはスズメバチだけに寄生します。幼虫の間
は雄も雌もハチの体内で生活し、栄養は全てスズメバチに依存
しています。雄は成虫になれば後

こ う し

翅が生えて（前
ぜ ん し

翅は退化して
いる）飛び回りますが、雌は成虫になっても足も翅も生えないう
じ虫状態で、一生スズメバチの体内で過ごします。普通秋には
死んでしまう働きバチですが、ネジレバネに寄生されると働かな
くなり越冬することが知られています。春になりハチが目覚める
のに合わせてネジレバネの雌はハチの体内で大量の幼虫をふ化
させ、ハチが樹木や花で樹液や蜜を集めている間に幼虫はハチ
の体を離れ、そこで次にやってくるスズメバチをじっと待ちます。
そして新たにやってきたスズメバチに飛び乗り巣に運ばれます。
ネジレバネの幼虫は、運ばれた巣の中でスズメバチの幼虫の体
内に潜入しスズメバチの幼虫と共に成長します。寄生されてい
たスズメバチは、ネジレバネの幼虫がふ化し終わるとその一生
を終えます。

さて、スズメバチネジレバネの雄は成熟すると翅が生えてスズ
メバチの体内から飛び出しますが、４時間程度しか生きることが
できません。それでもネジレバネの仲間の中では一番長いのだ
そうです。その４時間の間に別のスズメバチの腹節からのぞい
ている雌を見つけて交尾しなければならないという大きなリスク
があるため、１匹の雌の腹部には約３万個もの卵が詰まっている
そうです。

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　３月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

３月

広報日記
▶備北丘陵公園の入園者900 万人達成セレモニーの取
材に行ってきました。この日は天気も良く、イルミネー
ションと300 発の打ち上げ花火が夜空を彩り、とても美
しかったです。プライベートで時々遊びに行きますが、
実はイルミネーションを見たのは久しぶりで、以前より
もイルミネーションが増えていて見応えがありました。
私と同じような方はぜひ来シーズンに。お勧めです！
▶大雪の日の夜、３ページに掲載している「しょうばら
びと」の取材のため、雪合戦の練習が行われている高野
小学校に行きました。四駆の車で移動しましたが、視界
も悪く、わだちにタイヤを取られて運転が大変でした。
雪が降ったらそれはそれで楽しいこともあるのですが、
早く春になるといいなと思ってしまいます。タラの芽の
天ぷらやふきのとう味噌が恋しいです。

スズメバチに寄生する不思議な昆虫

比和自然科学博物館  ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

ハチシリーズ（５）

後
こ う し

翅

（写真1）スズメバチネジレバネの雄

レシピ本掲載のための料理試作 健康福祉まつりでの啓発

（写真2）ハチの腹節から顔を出す
　　　 スズメバチネジレバネ

私たちの健康は私たちの手で
～食生活改善推進員（通称：食

しょくすい

推）の活動～

　市には、さまざまな健康づくりに取り組んでいる団体があります。
その中で、「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、食育
アドバイザーとして地域における食生活改善の活動をされているの
が食推の皆さんです。現在、東城・高野・総領地域にあり、ピンク
のエプロンを着て頑張っておられます。
　平成 28 年度の活動は、５月の健康福祉まつりで行った食推の活
動の啓発に始まり、食育の日は店舗での高血圧予防のための減塩啓
発、各地域の集会所などに出向いた生活習慣病予防食の調理実習、
親と子の食育教室、生活習慣病予防に対応した簡単レシピ本の作成
などを行いました。研修も積極的に行い、そこで学んだ知識を、さ
まざまな方法で地域に伝え、地域を元気にしています。
　以前とは違い、今の活動は生活習慣病予防など、病気に対する
活動が増えていますが、食推の活動において最も重要なことは「地
域に伝える」ことです。食べることは「生きることの基本」と捉え、
自分たちが学んだことを幅広い年代に伝え、地域全体で食を通した
健康づくりに取り組んでいけるよう日々活動しています。また、自
分の健康づくりにも役立ちます。
　この活動に興味のある方はお問い合わせください。
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応
募
方
法

　

写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
風
景
写
真

は
も
ち
ろ
ん
人
物
写
真
で
も
結
構
で
す
。

あ
な
た
の
好
き
な
庄
原
市
の
風
景
を
写

真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

広報しょうばらにあなたの写真を載せてみませんか？

　３歳までのお子さ
んの写真を募集して
います。写真（デー
タも可）に、名前（ふ

りがな）・生年月日・性別・連絡先・お子
さんへのメッセージを添えてご応募くださ
い。２ページ「もくじ」下に掲載しています。

　庄原市内の鉄道路線に思わ
ず乗ってみたくなる乗車エピ

ソードやスポット情報を募集しています。
写真に説明文（１００字程度）乗車体験記

（２００字程度）を添えてご応募ください。

みんなで乗ろうや芸備線　写真を通して庄原市の魅力を
再発見するコーナーです。風景写
真はもちろん人物写真でも結構で
す。あなたの好きな庄原市の風景
の写真に、思いや撮影エピソード
など（２００字程度）を添えてご
応募ください。

すべての送付先はこちら
庄原市中本町一丁目 10 番１号
庄原市行政管理課広報統計係
☎０８２４‐７３‐１１５９
メール koho@city.shobara.lg.jp

〒
727-8501　
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総
領
町
黒
目
自
治
会
で
ユ
ズ
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
ユ
ズ
は
鳥
や
動
物
の
被
害
も
無
く
、

実
も
皮
も
お
い
し
く
、
種
は
焼
酎
に
漬
け
化

粧
水
に
な
り
ま
す
。
健
康
、
料
理
、
美
容
と

三
拍
子
揃
っ
た
「
酢す

て
き敵
」
な
果
物
で
す
。

　

か
か
し
は
、
昨
年
一
月
に
終
わ
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」
の
あ

さ
と
新
次
郎
で
す
。
銀
行
や
女
子
大
学
の
設

立
に
女
性
実
業
家
と
し
て
「
九
転
び
十
起
き
」

の
精
神
で
頑
張
っ
た
あ
さ
を
、
陰
で
支
え
続
け

た
新
次
郎
。
そ
ん
な
夫
婦
愛
に
感
動
し
ま
し

た
。
も
う
一
度
見
た
い
朝
ド
ラ
で
す
。

　

私
の
作
っ
た
か
か
し
で
、
ほ
っ
こ
り
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
お
粗
末
な
が
ら

か
か
し
が
笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

和
田　

モ
モ
ヱ
（
総
領
町
）

（平成 28 年 10 月６日撮影）


